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　トレーニングをせずにこの波形が出る人は珍

しいが、歌手の宇多田ヒカルさんはその一人。

❷はテレビ番組の中でインタビューに答えた時

の波形、❸は「花束を君に」の歌声の波形。歌唱

時は波形がまるで花のような形になっており、

トーク時は、内側に全ての波形の色が出ている

フルサウンドヴォイスになっている。

❶ ❷ ❸

究極の声「フルサウンドヴォイス」
　「フルサウンドヴォイス」とは、全ての円の波

形がバランス良く出ている状態（❶）。自分の

内面が最高の状態にある時に発せられ、どんな

ヴォイストレーニングで鍛えた声もかなわない

ほどの力がある。聞く人の本質を目覚めさせる

全ての周波数を持っている声で、その人に必要

な癒しをもたらす効果がある。 （中島氏）
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トレーニングで声を改善
　「フルサウンドヴォイストレーニング」は、こ

のフルサウンドヴォイスを発することができる

ようにする独自のヴォイストレーニング。

　トレーニング前の写真（❹）では、ブルー、イ

エローのエリアがあまり出ていないことから、

「自分が本当に伝えたいことが言えない」「本

当に表現したいことをうまく伝えられない」と

いった課題がある。 （中島氏）

　しかし、トレーニングを行った後（❺）は、全

てのエリアの音がバランス良く出ている。心身

のバランスが取れ、内側の円（自分の潜在部分）

の波形も出てきている。自分が本来やりたかっ

たことや、表現したいのにできなかった理由が

自分で分かり、表現に対する自分自身の制限が

外れた状態になったといえる。


